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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  マスク生成回路部を必要としないでマスク処
理を可能にすることにより、構成を簡略化させるととも
に、無駄な電力損失や熱上昇を抑えることができる電子
内視鏡装置を提供すること。
【解決手段】  撮像素子と、撮像素子から出力される画
像信号を増幅する画像信号増幅部とを備える電子スコー
プと、電子スコープと電気的に接続されるプロセッサ
と、を有する電子内視鏡装置において、制御手段は撮像
素子から出力される画像信号の中で有効画素領域の信号
のみが画像信号増幅部から出力されるよう画像信号増幅
部を制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子と、前記撮像素子から出力され
る画像信号を増幅する画像信号増幅部と、を備える電子
スコープと、前記電子スコープと電気的に接続されるプ
ロセッサと、を有する電子内視鏡装置において、制御手
段は前記撮像素子から出力される画像信号の中で有効画
素領域の信号のみが前記画像信号増幅部から出力される
よう前記画像信号増幅部を制御すること、を特徴とする
電子内視鏡装置。
【請求項２】  前記電子スコープのデータを検知するス
コープ検知手段を有し、前記制御手段は前記スコープ検
知手段により検知される情報に基づき前記画像信号増幅
部を制御すること、を特徴とする請求項１に記載の電子
内視鏡装置。
【請求項３】  前記画像信号増幅部は画像信号増幅器を
有し、前記電子内視鏡装置は前記画像信号増幅器の駆動
電源を生成する電源生成部を有し、前記画像信号増幅器
と前記電源生成部との間に設けられて、前記電源生成部
が前記画像信号増幅器に対して電圧を印加または印加禁
止するスイッチ部と、を有し、前記制御手段は前記スイ
ッチ部を制御すること、を特徴とする請求項１または２
に記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】  前記制御手段は前記プロセッサ内部に備
えられること、を特徴とする請求項１～請求項３に記載
の電子内視鏡装置。
【請求項５】  前記画像信号増幅部は前記制御手段に直
接制御されること、を特徴とする請求項１～請求項４に
記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】  前記画像信号増幅部は前記制御手段が出
力した信号に基づいて前記電子スコープ内部で生成され
た制御信号により制御されること、を特徴とする請求項
１～請求項４に記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内を観察す
るため等に使用される電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的に、体内を観察するために使用さ
れる医療用電子内視鏡装置は、光源部や画像処理部を備
えるプロセッサと、被検者の体内に挿入されて光源部か
ら射出される光により体内を照明すると同時に先端に設
けられたＣＣＤ（Charge Coupled Device）等の撮像素
子によって撮像を行う電子スコープとから構成されてい
る。
【０００３】一般に対物レンズは円形であるため、対物
レンズによってＣＣＤ上に形成される画像も円形の領域
においてのみ有効であり、その他の部分でＣＣＤにより
蓄積される電荷は無効なデータとなる。観察用のモニタ
の画面形状は一般に長方形であるため、ＣＣＤにより撮
像された画像信号をそのままモニタに出力すると、上記
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無効データの領域もモニタに表示されることになる。こ
れを防ぐため、通常、無効データに対してはマスク処理
が施され、モニタには有効データのみが画像表示される
よう構成されている。図１に例を示す。図１（ａ）に示
す内視鏡先端部に設けられる撮像素子の撮像エリアに対
して、内視鏡の先端径を最小にするために、図１（ｂ）
に示すように、対物レンズにより形成される画像（円
形）の径が撮像エリア短辺と同じになるよう構成され
る。このように構成することにより、術者が医療用電子
内視鏡装置を用いて被検者の体内を観察する時、モニタ
上には、図１（ｃ）に示すように内視鏡像と、レンズ外
に配置された画素から得られる無効データにマスク制御
をして情報を消去した画像とが表示される。
【０００４】電子スコープの撮像素子から出力される画
像信号は、例えば、撮像素子の内部または近傍に配設さ
れる画像信号増幅器を介して出力される。画像信号増幅
器の出力信号は、プロセッサの画像処理部に伝送され
る。また、電子スコープ固有の情報（ＣＣＤの画素数、
撮像エリアに関する情報など）であるスコープデータが
スコープ内に設けられたスコープデータ記憶部に記録さ
れており、これをプロセッサ側のスコープ検知部で読み
取る。スコープデータに基づき、マスク生成回路とタイ
ミング回路に制御情報を送り、電子スコープに応じたマ
スクを生成するためのマスク処理信号を生成し、図２に
示すようにＣＣＤの出力信号にマスク処理信号を加算す
ることにより、マスク処理された内視鏡画像を生成す
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
た電子内視鏡装置では、撮像素子の全ての画素で得られ
た画素情報に対してマスク処理を施している。このた
め、マスク生成回路や映像信号とマスク信号の加算回路
部などの、いわゆるマスク生成回路部が必要となり、プ
ロセッサの構成が複雑になってしまう。また従来の電子
スコープの構成は、マスク処理され、画像表示には使用
されない画素の画像信号が撮像素子から出力される期間
も、画像信号増幅器には常に電源電圧が印加されてい
る。このため、無駄な電力損失や該画像信号増幅器近傍
の熱上昇などの問題が発生していた。
【０００６】そこで本発明は、マスク生成回路部を必要
としないでマスク処理を可能にすることにより、構成を
簡略化させるとともに、無駄な電力損失や熱上昇を抑え
ることができる電子内視鏡装置を提供することを目的と
する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】このため、請求項１に記
載の電子内視鏡装置は、撮像素子と、撮像素子から出力
される画像信号を増幅する画像信号増幅部とを備える電
子スコープと、電子スコープと電気的に接続されるプロ
セッサと、を有する電子内視鏡装置において、制御手段
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は撮像素子から出力される画像信号の中で有効画素領域
の信号のみが画像信号増幅部から出力されるよう画像信
号増幅部を制御することを特徴とする。このように構成
することにより、プロセッサ内にマスク生成回路部が不
要となるため、構成を簡略化することができる。また、
少なくともマスク処理される画素の画像信号が撮像素子
から出力される期間は、画像信号増幅部に電圧が印加さ
れないため、無駄な電力損失や熱上昇を抑えることもで
きる。さらに、処理するデータも小さくなるので、メモ
リの小容量化、信号処理の高速化も可能になる。
【０００８】請求項２に記載の電子内視鏡装置は、電子
スコープのデータを検知するスコープ検知手段を有し、
制御手段はスコープ検知手段により検知される情報に基
づき画像信号増幅部を制御することを特徴とする。スコ
ープ検知手段により検知される情報とは、電子スコープ
固有の情報（ＣＣＤの画素数、撮像エリアに関する情報
など）である。電子スコープ固有の情報はスコープ内に
設けられたスコープデータ記憶部に記録されている。
【０００９】請求項３に記載の電子内視鏡装置は、画像
信号増幅部は画像信号増幅器を有し、電子内視鏡装置は
画像信号増幅器の駆動電源を生成する電源生成部を有
し、画像信号増幅器と電源生成部との間に設けられて、
電源生成部が画像信号増幅器に対して電圧を印加または
印加禁止するスイッチ部とを有し、制御手段はスイッチ
部を制御する。スイッチ部は、撮像素子から出力される
画像信号の中で有効画素領域の信号のみを画像信号増幅
器に出力するように、画像信号増幅器への電圧を印加ま
たは印加禁止するよう制御手段に制御される。
【００１０】請求項４に記載の電子内視鏡装置は、制御
手段はプロセッサ内部に備えられることを特徴とする。
【００１１】請求項５に記載の電子内視鏡装置は、画像
信号増幅部は制御手段に直接制御されることを特徴とす
る。
【００１２】請求項６に記載の電子内視鏡装置は、画像
信号増幅部は制御手段が出力した信号に基づいて電子ス
コープ内部で生成された制御信号により制御されること
を特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】図３は本発明の実施形態における
電子内視鏡装置１００の概略構成図である。内視鏡装置
１００は、プロセッサ１００ａ、電子スコープ１００ｂ
から構成される。プロセッサ１００ａは、光源部１１
０、メイン制御部１２０、画像信号処理回路１３０及び
フロントパネルスイッチ１４０を有している。また、画
像信号処理回路１３０にはモニタ１９０が接続される。
スコープ１００ｂは、先端にＣＣＤ１６０を備え、ＣＣ
Ｄ１６０近傍にＣＣＤ駆動用の直流電圧を生成するため
の電源生成部１５０およびＣＣＤからの出力信号を増幅
する画像信号増幅部１７０を備える。さらに、スコープ
１００ｂは、光源部１１０から発光される光を先端まで
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導くライトガイド１８０を有する。
【００１４】電子内視鏡装置１００による観察部位の撮
像は次のようにして行われる。まず、術者がフロントパ
ネルスイッチ１４０を操作して光源に対する各種設定を
行うと、メイン制御部１２０は、設定に基づいて光源部
１１０を発光状態とする。また、メイン制御部１２０
は、ＣＣＤ１６０を駆動するための複数のパルス信号
（水平駆動パルスや垂直駆動パルスなど）を生成し、ス
コープ１００ｂに送信する。
【００１５】メイン制御部１２０の制御に基づいて、光
源部１１０から射出された光は、ライトガイド１８０内
を導かれ、スコープ１００ｂの先端にある射出端１８０
ａから観察部位に向けて照射される。スコープ先端に備
えられているＣＣＤ１６０は、観察部位で反射された光
を受光し、その受光面に形成された光学像に対応する電
荷を蓄積する。蓄積された電荷は、上記パルス信号に同
期して、蓄積電荷に基づく電圧値（画像信号）として画
像信号増幅部１７０へ出力される。画像信号は、画像信
号増幅部１７０内にあるアンプ１６により所定の増幅率
で増幅された後、プロセッサ１００ａの画像信号処理回
路１３０に入力される。画像信号処理回路１３０は、ス
コープ１００ｂから送信される画像信号に対し各種画像
処理を行った後、該画像信号をビデオ信号としてモニタ
１９０に出力する。モニタ１９０は、ビデオ信号に対応
する画像を表示する。
【００１６】図４は、本発明の第１の実施形態における
スコープ１００ｂ先端の電気回路図である。スコープ１
００ｂ先端にはＣＣＤ１６０が配設されている。
【００１７】上述の様に電源生成部１５０でＣＣＤ駆動
用の電圧を生成している。本実施形態においては、これ
に加えて、画像信号増幅部１７０内に備えられたアンプ
１６に印加する直流電圧も電源生成部１５０で生成する
よう構成されている。
【００１８】電源生成部１５０は、メイン制御部１２０
から送信されるパルス信号を用いて直流電圧を生成し
て、これをＣＣＤ１６０およびアンプ１６に印加してい
る。さらに、メイン制御部１２０は、アンプ１６への直
流電圧の印加を制御するパルス信号Ｓ３を出力する。
【００１９】パルス信号Ｓ３は、スコープ内に設けられ
たスコープデータ記憶部２１０に記憶されている電子ス
コープ固有の情報（ＣＣＤの画素数、撮像エリアに関す
る情報など）に基づいて生成される。スコープデータ記
憶部２１０の情報は、プロセッサ内に設けられたスコー
プデータ検知部２２０で検知される。スコープデータ検
知部２２０が検知した該情報は、メイン制御部１２０に
送信される。メイン制御部１２０は、送信された該情報
に基づいて、パルス信号Ｓ３を出力する。
【００２０】画像信号増幅部１７０は、パルス信号Ｓ３
に基づいて作動するスイッチ部１５を有する。スイッチ
部１５は、パルス信号Ｓ３に基づいてアンプ１６に直流
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電圧を印可させる期間（以下、アンプ駆動期間）と、ア
ンプ１６に直流電圧を印可禁止する期間（以下、アンプ
停止期間）とに切り替えを行う。アンプ駆動期間中は、
ＣＣＤから出力された画像信号はアンプ１６によって増
幅されて、プロセッサ側の画像信号処理回路１３０に送
信される。アンプ停止期間中は、ＣＣＤから出力された
画像信号はアンプ１６に出力されないため、画像信号処
理回路１３０に対しても出力はない。
【００２１】画像信号処理回路１３０に送信される画像
信号は、電子スコープ固有の情報（ＣＣＤの画素数、撮
像エリアに関する情報など）に基づく信号である。第１
の実施形態において画像信号処理回路１３０に送信され
る画像信号は、モニタに表示される画像情報を有する有
効データのみの画像信号であり、画像情報を有さない無
効データの画像信号は、プロセッサ側に送信されない。
このように構成することにより、プロセッサ内に従来用
いられていたマスク生成回路部を必要とすることなく、
マスク処理を行うことができる。そのため、プロセッサ
の構成を簡略化することができる。
【００２２】また、画像信号処理回路１３０に入力され
て処理される画像信号のデータのサイズも小さくなるの
で、メモリの小容量化、信号処理の高速化も可能にな
る。また、アンプ停止期間ができるため、無駄な電力損
失や画像信号増幅器近傍の熱上昇が低減する。
【００２３】電源生成部１５０は、メイン制御部１２０
から送信される二つのパルス信号を加算して得られた信
号に基づいて直流電圧を生成する。プロセッサ１００ａ
のメイン制御部１２０で生成されたパルス信号Ｓ１およ
びパルス信号Ｓ２は、それぞれドライブバッファｄｂ
１、ドライブバッファｄｂ２を介してスコープ１００ｂ
内の電源生成部１５０に入力される。
【００２４】電源生成部１５０に入力されたパルス信号
Ｓ１は、分岐点Ｐ１において経路Ｌ１と経路Ｌ２との両
経路に伝送される。経路Ｌ１を伝送する信号（分岐点Ｐ
１における第一信号）は、バッファ１を介して、メイン
制御部１２０が送信したパルス信号Ｓ１と略同一の状態
でＣＣＤ１６０に入力され、ＣＣＤ１６０を駆動制御す
るための駆動用パルス信号として用いられる。経路Ｌ２
を伝送する信号（分岐点Ｐ１における第二信号）は、バ
ッファ２を介して加算器５に入力される。
【００２５】同様に、電源生成部１５０に入力したパル
ス信号Ｓ２も分岐点Ｐ２にから経路Ｌ３と経路Ｌ４との
両経路に伝送される。経路Ｌ４を伝送する信号（分岐点
Ｐ２における第一信号）は、バッファ４を介してＣＣＤ
１６０に入力され、ＣＣＤ１６０を駆動制御するための
駆動用パルス信号として用いられる。経路Ｌ３を伝送す
る信号（分岐点Ｐ２における第二信号）は、バッファ３
を介して加算器５に入力される。
【００２６】図５は、電源生成部１５０や画像信号増幅
部１７０で使用される信号のタイミングチャートであ
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る。図５（Ａ）にパルス信号Ｓ１（分岐点Ｐ１における
第一信号）を、図５（Ｂ）にパルス信号Ｓ２（分岐点Ｐ
２における第一信号）を、それぞれ表す。図５（Ａ）お
よび（Ｂ）に示すように、第１の実施形態では、パルス
信号Ｓ１およびＳ２はＣＣＤ１６０を駆動制御する期間
中は、ＣＣＤ１６０を駆動制御するための２値の信号で
ある、ｖ１とｖ２の信号レベルが周期的に繰り返される
波形になっている。また、ＣＣＤ１６０を停止制御する
期間中は、ｖ２の信号レベルを有する波形になってい
る。なお、第１の実施形態では、説明の便宜上、各信号
レベルは、ｖ１、ｖ２の順に低くなるように設定されて
おり、ｖ２≠０ｖとし、ＣＣＤ駆動期間中におけるパル
ス信号Ｓ１とパルス信号Ｓ２のデューティ比は共に５０
％とする。
【００２７】加算器５では、入力する二つの第二信号
（経路Ｌ２を伝送する信号および経路Ｌ３を伝送する信
号）を加算して、一つの信号（第三信号）を生成する処
理が行われる。第三信号は、図５（Ｃ）に示すように、
パルス信号Ｓ１およびＳ２がＣＣＤ１６０を停止制御す
る期間はｖ４レベルで、ＣＣＤ１６０を駆動制御する期
間に入るとｖ３レベルの波形を描く。
【００２８】加算器５によって生成された第三信号は、
直流電圧生成用信号として、バッファ１０を介してダイ
オード１１に入力されて、整流される。ここで、ダイオ
ード１１は半波整流回路として機能している。ダイオー
ド１１によって整流された第三信号は、さらに平滑コン
デンサ１２によって平滑化されて、電源用の直流電圧Ｖ
としてＣＣＤ１６０と画像信号増幅部１７０に印加され
る。直流電圧Ｖを図５（Ｄ）に示す。図５（Ｄ）に示す
ように、直流電圧Ｖはパルス信号Ｓ１およびＳ２がＣＣ
Ｄ１６０を駆動制御する期間にて、ｖ５レベル（≦ｖ
３）となる。また、平滑コンデンサ１２は、ｖ５に対し
て十分大きな電荷を蓄積することができる。そのため、
パルス信号Ｓ１およびＳ２がＣＣＤを停止制御する期間
においても、電源生成部１５０からＣＣＤへ供給される
電圧がほぼ一定に保たれ、ＣＣＤを定電圧駆動させるこ
とができる。
【００２９】なお、メイン制御部１２０はパルス信号Ｓ
１やパルス信号Ｓ２の振幅やデューティ比を変化させる
ことが可能な構成となっている。言い換えると、パルス
信号Ｓ１およびＳ２がＣＣＤ１６０を駆動制御する期間
における各パルス信号の信号レベルおよびデューティ比
が、仕様により本実施形態のように設定されなくても、
ダイオード１１および平滑コンデンサ１２による整流・
平滑回路の作用により、該期間にて電源用の直流電圧を
生成させることが可能である。
【００３０】メイン制御部１２０から画像信号増幅部１
７０に入力されるパルス信号Ｓ３の例を図５（Ｅ）～
（Ｇ）に示す。パルス信号Ｓ３は、メイン制御部１２０
から送信されて、電源生成部１５０とアンプ１６との間
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7
に設けられたスイッチ部１５に入力される。パルス信号
Ｓ３がオフ信号の時には、スイッチ部１５はアンプ１６
に直流電圧が印加されないように設定される。従って、
パルス信号Ｓ３がオフ信号の時には、アンプ１６は停止
する。パルス信号Ｓ３がオン信号の時には、スイッチ部
１５はアンプ１６に直流電流が印加されるように設定さ
れる。従って、パルス信号Ｓ３がオン信号の時には、ア
ンプ１６は駆動する。
【００３１】メイン制御部１２０は、スコープ検知部２
２０から送信された信号に対応したパルス信号Ｓ３を出
力する。パルス信号Ｓ３は、ＣＣＤ１６０の１水平走査
線毎の画像信号のアンプ１６に対する出力に関する信号
であり、詳しくは、アンプ駆動期間とアンプ停止期間と
のタイミングを変化させた２値の信号である。オン信号
の波形は、アンプ駆動期間に対応して、オフ信号の波形
は、アンプ停止期間に対応している。その結果、図１
（Ｃ）に示すようなマスク処理された画像出力が得られ
る。
【００３２】図６は、本発明の第２の実施形態における
スコープ１００ｂ先端の電気回路図である。第２の実施
形態における電源生成部１５０内での動作については、
第１の実施形態と略同一であるため、図６中の各素子等
に、図４中の対応する素子等と同一符号を付してここで
の詳細な説明は省略する。第２の実施形態では、アンプ
１６への直流電圧の印加を制御するパルス信号は、パル
ス信号Ｓ１に重畳されている。スイッチ部１５がパルス
信号Ｓ１から抽出された、アンプ１６への直流電圧の印
加を制御するパルス信号に基づいて作動することによ
り、第１の実施形態と同様にマスク処理を行うことがで
きる。第２の実施形態の場合、プロセッサ側からスイッ
チ部１５を制御する信号線を新たに配設する必要がな
く、電圧損失や熱上昇を低減させることができる。
【００３３】第２の実施形態において電源生成部１５０
は、第１の実施形態の構成に加えて、さらに経路Ｌ１と
画像信号増幅部１７０内のコンパレータ１３とを接続す
る信号線を備える。また、直流電圧Ｖを二つの抵抗Ｒ
１、Ｒ２を用いて抵抗分割して参照電圧Ｖ

Ｒｅｆ
を生成

する回路とコンパレータ１３とを接続する信号線を備え
る。
【００３４】画像信号増幅部１７０は、上記のコンパレ
ータ１３、バッファ１４、スイッチ部１５、アンプ１６
を備える。画像信号増幅部１７０は、上述した電源生成
部１５０と電気的に接続されている。コンパレータ１３
は、上述した二つの信号線から送信された信号に基づい
て、後述する比較信号を生成する。比較信号は、バッフ
ァ１４を介してスイッチ部１５に入力される。スイッチ
部１５は、比較信号に基づいて作動し、アンプ１６に対
して電圧を印加または印加禁止する。
【００３５】図７は、電源生成部１５０や画像信号増幅
部１７０で使用される信号のタイミングチャートであ
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る。図７（Ａ）にパルス信号Ｓ１（分岐点Ｐ１における
第一信号）を、図７（Ｂ）にパルス信号Ｓ２（分岐点Ｐ
２における第一信号）を、それぞれ表す。図７（Ａ）お
よび（Ｂ）に示すように、第２の実施形態では、パルス
信号Ｓ１およびＳ２はＣＣＤ１６０を駆動制御する期間
中は、ＣＣＤ１６０を駆動制御するための２値の信号で
ある、ｖ１とｖ２（またはｖ７とｖ２）の信号レベルが
周期的に繰り返される波形になっている。また、ＣＣＤ
１６０を停止制御する期間中は、ｖ２の信号レベルを有
する波形になっている。また、ＣＣＤ１６０を駆動制御
する電圧ｖ７は、ＣＣＤ１６０を駆動制御するために十
分に大きな電圧である。なお、第２の実施形態では、説
明の便宜上、各信号レベルは、ｖ１、ｖ７、ｖ２の順に
低くなるように設定されており、ｖ２≠０ｖとし、ＣＣ
Ｄ駆動期間中におけるパルス信号Ｓ１とパルス信号Ｓ２
のデューティ比は共に５０％とする。
【００３６】第１の実施形態と同様に電源生成部１５０
で生成された直流電圧は、二つの抵抗Ｒ１、Ｒ２によっ
て抵抗分割され、参照電圧Ｖ

Ｒｅｆ
（＝ｖ５×Ｒ２／

（Ｒ１＋Ｒ２））レベルの参照信号としてコンパレータ
１３の非反転入力端子に伝送される。コンパレータ１３
の反転入力端子には、パルス信号Ｓ１と略同一の波形を
有する経路Ｌ１を伝送する信号（図７（Ａ）参照）が入
力する。コンパレータ１３は入力する二つの信号を比較
し、その結果を比較信号として出力する。コンパレータ
１３は、パルス信号Ｓ１＜Ｖ

Ｒｅｆ
の場合、オフ信号を

生成し、Ｖ
Ｒｅｆ
＜パルス信号Ｓ１の場合、オン信号を

生成する。比較信号は、バッファ１４を介してスイッチ
部１５に入力する。なお、ｖ７＜Ｖ

Ｒｅｆ
＜ｖ１となる

ように二つの抵抗Ｒ１およびＲ２は適宜抵抗値が設定さ
れる。
【００３７】コンパレータ１３から出力される比較信号
を図７（Ｅ）に示す。図７（Ｅ）に示すように、比較信
号は、経路Ｌ１を伝送するパルス信号Ｓ１から、アンプ
１６への直流電圧の印加を制御するパルス信号を抽出し
た波形になっている。比較信号は、第１の実施形態にお
けるパルス信号Ｓ３と略同一の信号である。
【００３８】比較信号は、バッファ１４を介して電源生
成部１５０とアンプ１６との間に設けられたスイッチ部
１５に入力される。比較信号がオフ信号の時には、スイ
ッチ部１５はアンプ１６に直流電圧が印加されないよう
に設定される。従って、比較信号がオフ信号の時には、
アンプ１６は停止する。比較信号がオン信号の時には、
スイッチ部１５はアンプ１６に直流電流が印加されるよ
うに設定される。従って、比較信号がオン信号の時に
は、アンプ１６は駆動する。
【００３９】メイン制御部１２０は、スコープ検知部２
２０から送信された信号に対応したパルス信号Ｓ１を出
力する。パルス信号Ｓ１から生成された比較信号は、第
１の実施形態と同様に、ＣＣＤ１６０の１水平走査線毎
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9
の画像信号のアンプ１６に対する出力に関する信号であ
り、詳しくは、アンプ駆動期間とアンプ停止期間とのタ
イミングを変化させた２値の信号である。オン信号の波
形は、アンプ駆動期間に対応して、オフ信号の波形は、
アンプ停止期間に対応している。その結果、図１（Ｃ）
に示すような画像出力が得られる。
【００４０】このため、第１の実施形態と同様の効果が
得られ、さらに、プロセッサ側からスイッチ部を制御す
る信号線を新たに配設する必要がないため、電子スコー
プの細径化も図ることができる。
【００４１】以上が本発明の実施形態である。本発明は
これらの実施形態に限定されるものではなく他にも様々
な実施形態に変形が可能である。
【００４２】上記実施形態では、マスク処理を行う画素
領域はスコープ内に設けられたスコープデータ記憶部２
１０に記憶されている電子スコープ固有の情報に基づい
て決定されている。しかし他の実施形態として、マスク
処理を行う画素領域の設定を手動で行う構成にすること
もできる。この場合、スコープデータ記憶部やスコープ
データ検知部を削除できるため、さらに構成を簡略化す
ることができる。
【００４３】また、上記実施形態では、撮像素子である
ＣＣＤ１６０の近傍に電源生成部１５０やアンプ１６を
配置している。しかし、使用する撮像素子の種類等（た
とえば、ＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semico
nductor））によっては、電源生成部１５０やアンプ１
６を該撮像素子に一体形成することも可能である。これ
により、スコープ１００ｂのさらなる小型化を図ること
ができる。
【００４４】また、上記実施形態では、ＣＣＤ１６駆動
用として、二種類のパルス信号Ｓ１、Ｓ２が説明されて
いるが、実際には二種類以上のパルス信号がメイン制御
部１２０から出力されている場合もある。従って、複数
の電源電圧を必要とする撮像素子を使用する場合には、
電源生成部１５０を複数設けて、他のパルス信号との組
み合わせから新たに直流電圧を生成することもできる
し、１つの電源生成部１５０で生成された直流電圧を更
に抵抗分割して該複数の電源電圧を生成することもでき
る。
【００４５】上記実施形態のような構成は、複数の画像
信号が異なるタイミングで出力される高画素撮像素子を
使用する場合にも対応することができる。すなわち、該
高画素撮像素子からの各画像信号を増幅する複数のアン
プに対して、複数のパルス信号をもとに生成された直流
電圧を電源として印加することができる。複数の電圧を
生成する方法は、上記複数の電源電圧を必要とする撮像
素子の場合と同様の方法で可能である。またメイン制御
部１２０から送信される複数のパルス信号自体の波形を
変えることにより、各画像信号が出力されるタイミング
に対応して、各アンプをそれぞれ異なるタイミングで駆*

10
*動停止させることも可能である。
【００４６】なお、メイン制御部１２０から送信される
パルス信号は、一般に正の振幅を有するものだけでな
く、負の振幅を有するものや正負両方の振幅を有するも
のもある。よって、パルス信号を加算することによって
得られる第三信号も正負両方の振幅を有する場合があり
うる。このような場合には、必ず所定の電圧がＣＣＤ１
６０に印加されるように、半波整流回路に換えて全波整
流回路を配設すればよい。
【００４７】さらに、上記実施形態では、一個の平滑コ
ンデンサ１２によって電圧を平滑化させている。ここ
で、平滑コンデンサ１２を二つ倍電圧となるよう配設す
れば電圧を２倍にすることが可能である。このことによ
り更に多様な電圧値を有する直流で電圧を生成すること
ができる。
【００４８】
【発明の効果】このように本発明の電子スコープは、ス
コープ側で、マスク処理される画素の画像信号を予めプ
ロセッサ側に送信しない構成にすることにより、マスク
生成回路部が不要となる。そのため、プロセッサ側の構
成を簡略化することができる。また、処理するデータも
小さくなるので、メモリの小容量化、信号処理の高速化
も可能になる。さらに、撮像素子の動作中に画像信号増
幅器には電源電圧が印加されない期間もあるので、無駄
な電力損失や画像信号増幅器近傍の熱上昇が低減させる
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡画像マスクの概略説明図である。
【図２】従来の内視鏡画像のマスク方法を示す図であ
る。
【図３】本発明の実施形態の電子内視鏡装置の概略構成
図である。
【図４】第１の実施形態の電子スコープ先端近傍の電気
回路図である。
【図５】第１の実施形態の電源生成部や画像信号増幅部
で使用される信号のタイミングチャートである。
【符号の説明】
５  加算器
１１  ダイオード
１２  平滑コンデンサ
１３  コンパレータ
１５  スイッチ回路
１６  アンプ
１００  電子内視鏡装置
１００ａ  プロセッサ
１００ｂ  電子スコープ
１２０  メイン制御部
１５０  電源生成部
１６０  ＣＣＤ
１７０  画像信号増幅部
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